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論説華
人
社
会
に
お
け
る
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
の
意
義
│
│
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
報
道
の
政
治
性
│
│
松
本
武
彦
目
次
は
じ
め
に
一
僑
報
に
み
る
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
記
事
二
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
の
概
要

本
国
に
お
け
る
記
念
事
業
:
日
本
に
お
け
る
記
念
式
典
<
講
演
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︑
学
習
会
F
写
真
等
の
展
覧
会

同
郷
会
活
動
と
の
連
携

そ
の
他
お
わ
り
に
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は
じ
め
に
海
外
の
華
人
社
会
に
お
い
て
は
︑
し
ば
し
ば
華
人
性
の
維
持
や
強
化
な
ど
を
目
的
と
し
て
︑
歴
史
的
事
件
・
出
来
事
の
発
生
や
特
定
の
組
織
・
集
団
の
形
成
か
ら
の
年
数
経
過
を
契
機
に
︑
そ
れ
ら
の
意
義
を
顕
彰
す
る
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
る
︒
華
人
性
の
維
持
・
強
化
と
は
︑
言
う
な
れ
ば
華
人
と
母
国
・
僑
郷
と
の
﹁
絆
﹂
の
維
持
・
回
復
・
強
化
を
以
っ
て
果
た
さ
れ
る
︒
本
稿
で
は
︑
そ
う
し
た
活
動
を
︑
大
掴
み
に
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂︵
中
国
語
表
記
で
は
﹁
周
年
紀﹅
念
事
業
﹂
と
表
記
さ
れ
る
︶
と
呼
ぶ
︒
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
の
実
際
に
お
い
て
は
︑
華
人
化
に
向
け
た
内
容
の
顕
示
性
や
頻
度
は
中
国
本
土
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
強
く
ま
た
多
い
場
合
が
あ
る
︒
中
国
国
内
よ
り
も
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
・
情
報
に
触
れ
る
機
会
の
多
い
海
外
の
華
人
社
会
に
お
い
て
は
︑
や
や
も
す
れ
ば
海
外
の
非
華
人
的
要
素
と
の
融
合
や
同
化
に
対
抗
し
︑
よ
り
頻
繁
で
広
範
に
強
化
さ
れ
た
活
動
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
︒
結
果
と
し
て
︑
活
動
の
実
相
は
政
治
的
・
文
化
的
等
多
面
性
を
持
つ
こ
と
と
な
る
が
︑
こ
れ
を
機
能
的
側
面
か
ら
検
討
す
れ
ば
︑
ひ
と
つ
は
華
人
社
会
の
個
人
や
特
定
集
団
に
対
す
る
情
報
や
知
識
の
伝
達
│
│
た
と
え
ば
近
代
中
国
に
お
け
る
歴
史
事
件
の
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
に
よ
っ
て
︑
そ
の
出
来
事
に
関
わ
る
歴
史
知
識
や
歴
史
的
意
義
を
華
人
社
会
に
周
知
す
る
場
合
│
│
で
あ
り
︑
ひ
と
つ
は
華
人
社
会
内
に
お
け
る
帰
属
意
識
の
涵
養
で
あ
る
︒
帰
属
の
対
象
は
華
人
社
会
全
体
で
あ
る
場
合
│
│
典
型
例
は
建
国
何
周
年
記
念
事
業
│
│
も
あ
る
し
︑
華
人
社
会
を
構
成
す
る
個
別
集
団
の
場
合
│
│
た
と
え
ば
同
郷
会
組
織
や
同
職
集
団
の
創
立
何
周
年
事
業
と
い
っ
た
場
合
│
│
も
あ
る
︒
換
言
す
れ
ば
︑
華
人
社
会
に
お
け
る
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
を
対
象
と
す
る
分
析
は
︑
そ
こ
で
の
華
人
性
つ
ま
り
当
該
華
人
社
会
に
お
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け
る
華
人
の
本
質
的
性
格
が
如
何
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
│
│
華
人
自
身
に
も
ま
た
本
国
に
お
い
て
も
│
│
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒
本
稿
で
は
︑
以
上
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
が
︑
い
つ
︑
ど
の
よ
う
な
内
容
で
行
わ
れ
て
い
る
か
を
︑
在
日
華
人
社
会
で
発
行
さ
れ
て
い
る
複
数
の
僑
報
の
記
事
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
と
し
た
い
︒
ま
ず
︑
い
か
な
る
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
を
網
羅
的
に
抽
出
し
︑
そ
の
う
え
で
︑
二
〇
一
一
年
に
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
﹂
に
関
し
て
︑
具
体
的
に
そ
の
内
容
を
分
析
し
︑
こ
れ
に
よ
っ
て
僑
報
で
の
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
報
道
の
意
義
・
本
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
﹂
を
分
析
対
象
と
す
る
の
は
︑
辛
亥
革
命
が
︑
専
制
王
朝
体
制
に
終
止
符
を
打
っ
た
歴
史
的
出
来
事
と
し
て
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
︑
そ
の
後
の
中
国
の
現
代
化
の
出
発
点
と
な
っ
た
変
革
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
経
済
的
に
は
も
ち
ろ
ん
文
化
的
な
面
か
ら
も
意
義
が
巨
大
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
分
析
の
対
象
史
料
と
し
て
︑
在
日
僑
報
を
取
り
上
げ
る
の
は
︑
辛
亥
革
命
と
日
本
と
の
関
係
が
他
地
域
と
比
較
し
て
特
異
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒
中
国
大
陸
に
近
接
す
る
日
本
は
︑
孫
文
な
ど
革
命
派
の
策
源
地
と
な
り
︑
彼
ら
を
援
助
す
る
多
様
な
日
本
人
が
輩
出
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
︑
一
〇
〇
年
前
の
在
日
華
僑
・
華
人
社
会
も
︑
辛
亥
革
命
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
た
︒
つ
ま
り
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
﹂
は
在
日
華
人
に
と
っ
て
︑
単
な
る
歴
史
事
件
の
顕
彰
と
い
う
こ
と
で
な
く
︑
彼
ら
の
日
本
に
お
け
る
歴
史
そ
の
物
の
回
顧
や
こ
れ
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
認
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
分
析
対
象
は
一
九
五
三
年
創
刊
の
﹃
華
僑
報
﹄
と
横
浜
に
お
い
て
発
行
さ
れ
て
い
る
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
で
あ
る
︒
前
者
は
︑
東
京
都
中
央
区
銀
座
の
東
京
華
僑
総
会
︑
い
わ
ゆ
る
大
陸
系
華
僑
と
さ
れ
る
華
僑
・
華
人
組
織
に
よ
っ
て
︑
現
在
月
に
二
回
一
日
と
一
五
日
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に
年
間
購
読
料
五
〇
〇
〇
円
で
発
行
さ
れ
て
お
り
︑
二
〇
一
二
年
二
月
一
日
で
一
七
九
八
号
を
数
(
)
え
る
︒﹃
関
西
華
僑
報
﹄
と
な
ら
ん

で
在
日
華
僑
華
人
に
よ
る
い
わ
ば
公
的
意
志
表
明
機
能
を
持
つ
僑
報
の
ひ
と
つ
で
あ
り
︑
記
事
内
容
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
を
網
羅
し
て
お
り
︑
そ
の
意
味
で
は
大
陸
系
在
日
華
僑
華
人
の
代
表
紙
と
言
え
よ
う
︒
後
者
は
︑
神
奈
川
県
横
浜
市
山
下
町
の
横
浜
華
僑
総
会
︑
い
わ
ゆ
る
大
陸
系
華
僑
と
さ
れ
る
華
僑
・
華
人
組
織
に
よ
っ
て
︑
現
在
月
に
一
回
一
日
に
一
部
二
〇
〇
円
︑
年
間
購
読
料
二
〇
〇
〇
円
で
発
行
さ
れ
て
お
り
︑
二
〇
一
二
年
二
月
一
日
で
四
五
七
号
を
数
(
)
え
る
︒
紙
名
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
報
道
は
横
浜
華
僑
社
:
会
に
関
係
す
る
記
事
を
中
心
と
す
る
が
︑
在
日
華
僑
華
人
全
体
に
関
わ
る
記
事
も
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
︒
歴
史
性
と
記
事
内
容
の
網
羅
性
か
ら
在
日
華
人
社
会
の
枢
要
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
う
る
﹃
華
僑
報
﹄
お
よ
び
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
の
︑
二
〇
一
一
年
一
月
か
ら
一
二
年
一
月
ま
で
の
記
事
に
つ
い
て
︑
左
に
︑
広
告
・
社
告
を
含
む
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
関
係
記
事
を
抽
出
し
た
︒
一
僑
報
に
み
る
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
記
事
以
下
に
︑
在
日
華
人
社
会
に
お
け
る
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
︑﹃
華
僑
報
﹄
と
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
の
分
析
対
象
時
期
の
記
事
の
う
ち
︑
す
べ
て
の
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
に
関
わ
る
も
の
を
抽
出
し
た
︒
表
記
は
︑
執
筆
者
・
記
事
タ
イ
ト
ル
・
掲
載
紙
名
・
号
数
・
発
行
年
月
・
掲
載
頁
︒
記
事
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
事
業
の
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
も
の
の
場
合
に
は
︑
そ
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
な
注
記
を
付
し
た
︒
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﹁
国
交
正
常
化
周
年
を
前
に
野
田
首
相
訪
中
︑
温
総
理
と
会
談
﹂
40
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
六
︑
二
〇
一
二
年
一
月
︑
第
一
面
︒
繆
光
祐
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
旅
行
広
州
・
中
山
・
開
平
の
三
都
市
を
回
る
︵
下
︶﹂
00
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
六
︑
二
〇
一
二
年
一
月
︑
第
三
面
︒
謝
成
發
﹁
:


:
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
六
︑
二
〇
一
二
年
一
月
︑
第
一
面
︒
日
中
共
同
声
明
四
〇
周
年
に
言
及
︒
﹁
県
日
中
友
好
協
会
﹃
辛
亥
革
命
記
念
シ
ン
ポ
﹄
開
く
﹂
﹁
中
日
国
交
正
常
化
周
年
記
念
﹃
北
京
故
宮
博
物
院
選
﹄﹂
40
200
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
六
︑
二
〇
一
二
年
一
月
︑
第
二
面
﹁﹃
辛
亥
革
命
周
年
記
念
﹄
中
山
・
広
州
・
開
平
の
旅
楽
し
﹂
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
六
︑
二
〇
一
二
年
一
月
︑
第
四
面
︒
繆
光
祐
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
旅
行
広
州
・
中
山
・
開
平
の
三
都
市
を
回
る
︵
上
︶﹂
00
﹁﹃
北
京
故
宮
博
物
院
選
﹄

月
:
日
か
ら
東
京
国
立
博
物
館
で
﹂
200
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
五
︑
二
〇
一
一
年
一
二
月
︑
第
二
面
︒
﹁
日
中
国
交
正
常
化
四
十
周
年
記
念
﹃
中
国
美
術
品
里
帰
り
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
﹄
│
作
品
募
集
・
最
終
査
定
会
開
催
│
︵
株
︶
全
日
本
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
左
明
貴
子
代
表
﹂
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﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
四
︑
二
〇
一
一
年
一
二
月
︑
第
二
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
神
奈
川
大
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
00
﹁﹃
孫
文
展
﹄
開
催
さ
れ
る
﹂
﹁
程
大
使
︑
設
立
総
会
出
席
年
︑
中
日
国
交
正
常
化
周
年
﹂
12
40
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
五
︑
二
〇
一
一
年
一
二
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア
﹄﹂
00
﹁﹃
辛
亥
革
命
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
か
な
が
わ
﹄﹂
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
四
︑
二
〇
一
一
年
一
一
月
︑
第
一
面
︒
﹁
中
国
国
連
復
帰
周
年
中
国
と
国
交
︑
一
七
二
カ
国
に
増
加
﹂
40
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
四
︑
二
〇
一
一
年
一
一
月
︑
第
三
面
﹁
北
京
日
本
帰
国
華
僑
聯
誼
会
成
立
十
周
年
祝
賀
大
会
開
く
孫
炳
日
会
長
就
任
︑
陳
富
美
氏
名
誉
会
長
に
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
三
︑
二
〇
一
一
年
一
一
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
│
ア
ジ
ア
主
義
・
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
再
検
討
│
﹂
00
﹁
日
中
国
交
正
常
化
四
十
周
年
記
念
﹃
文
物
里
帰
り
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
﹄
に
つ
い
て
語
る
︵
株
︶
全
日
本
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
左
明
貴
子
代
表
﹂﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
三
︑
二
〇
一
一
年
一
一
月
︑
第
二
面
︒
﹁
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
を
強
調
辛
亥
革
命
百
周
年
で
胡
主
席
が
重
要
演
説
﹂
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﹁
新
潟
華
僑
華
人
総
会
が
辛
亥
革
命
百
周
年
で
記
念
講
演
会
開
く
﹂
﹁
日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
創
立
周
年
盛
大
に
祝
う
寥
雅
彦
東
京
華
僑
総
会
会
長
出
席
﹂
55
﹁
盛
大
に
成
立
周
年
祝
う
劉
総
領
事
迎
え
東
京
華
僑
婦
女
会
が
祝
賀
会
﹂
50
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
二
︑
二
〇
一
一
年
一
一
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
博
物
館
武
漢
に
オ
ー
プ
ン
﹂
﹁
慶
祝
国
慶
周
年
﹂
62
﹁
中
国
大
使
館
が
国
慶
節
招
待
会
友
好
人
士
︑
華
僑
華
人
ら
一
千
人
余
出
席
﹂
﹁
長
野
僑
会
で
国
慶
祝
賀
会
劉
総
領
事
が
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
﹁
中
秋
の
佳
節
に
国
慶
を
祝
う
札
幌
で
科
技
聯
盟
と
婦
女
会
が
共
催
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
一
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア

神
奈
川
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
一
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
二
面
︒
﹁
映
画
﹃
辛
亥
革
命
﹄
一
般
公
開

月
日
か
ら
全
国
の
映
画
館
で
﹂
23
﹁
国
慶
周
年
慶
祝
聯
歓
会
で
の
寥
雅
彦
会
長
の
挨
拶
﹂
62
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
〇
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
一
面
﹁︵
社
︶
広
東
同
郷
会
敬
老
慶
祝
会
開
く
﹃
辛
亥
百
年
華
僑
豊
碑
﹄
写
真
展
も
﹂
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﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
旅
行
会
の
お
知
ら
せ
﹂
﹁
日
本
新
華
僑
華
人
会
が
国
慶
周
年
祝
賀
晩
会
﹂
62
﹁
慶
祝
中
華
人
民
共
和
国
成
立
周
年
﹂
62
浙
江
同
郷
会
︑
華
僑
互
助
合
作
社
︑
中
華
書
店
な
ど
企
業
・
団
体
の
六
二
周
年
を
祝
う
広
告
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
〇
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
二
面
︒
﹁
慶
祝
中
華
人
民
共
和
国
成
立
周
年
慶
祝
中
日
国
交
正
常
化
周
年
記
念
辛
亥
革
命
周
年
﹂
62
39
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
一
面
︒
﹁
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国
大
使
館
程
永
華
特
命
全
権
大
使
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
二
面
︒
中
華
人
民
共
和
国
建
国
六
二
周
年
に
言
及
︒
﹁︽
辛
亥
百
年
華
僑
豊
碑
︾
写
真
展
開
催
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
四
面
︒
﹁
広
東
同
郷
会
敬
老
大
会
開
く
﹃
辛
亥
百
年
華
僑
豊
碑
﹄
写
真
展
併
催
﹂
﹁
お
知
ら
せ
～
募
集
～
辛
亥
革
命
周
年
記
念
旅
行
会
﹂
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
五
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
第

回
学
習
会
︵
年

月
日
︶︽
辛
亥
革
命
と
中
国
の
統
一
︾﹂
00
11
28
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
六
面
︒
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﹁
慶
祝
中
華
人
民
共
和
国
成
立
周
年
﹂
62
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
八
面
︒
中
華
人
民
共
和
国
建
国
六
二
周
年
を
祝
う
企
業
︑
個
人
に
よ
る
広
告
︒
﹁﹃
夢
回
東
方
﹄
東
京
で
発
刊
式
﹂
﹁
慶
祝
中
華
人
民
共
和
国
成
立
周
年
慶
祝
中
日
国
交
正
常
化
周
年
記
念
辛
亥
革
命
周
年
﹂
62
39
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
二
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
一
面
︒
一
〇
月
一
日
か
ら
一
一
月
八
日
ま
で
の
記
念
行
事
予
定
︒
符
順
和
﹁﹃
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
日
中
友
好
の
た
め
の
青
少
年
近
代
史
セ
ミ
ナ
ー
﹄
日
中
友
好
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
か
れ
る
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
二
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
二
面
︒
﹁
中
華
学
校
校
友
会
︑
周
年
記
念
大
会
・
聯
歓
会
を
開
催
す
﹂
60
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
二
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
三
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
第

回
学
習
会
︵
年

月
日
︶︽
辛
亥
革
命
と
中
国
の
統
一
︾﹂
00
11
28
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
二
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
四
面
︒
﹁
僑
胞
観
衆
千
八
百
人
を
魅
了
﹃
文
化
中
国
・
辛
亥
百
年
﹄
芸
術
団
公
演
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
し
中
国
大
使
館
が
招
待
会
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
で
記
念
座
談
会
中
国
大
使
館
と
華
僑
統
促
会
が
共
同
主
催
﹂
﹁
中
華
人
民
共
和
国
成
立
周
年
慶
祝
パ
ー
チ
ィ
ー
の
ご
案
内
﹂
62
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﹁
東
京
華
僑
婦
女
会
成
立
周
年
祝
賀
会
の
ご
案
内
﹂
50
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
九
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
一
面
︒
﹁
中
華
人
民
共
和
国
成
立
周
年
慶
祝
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ご
案
内
﹂
62
﹁
愛
知
華
僑
総
会
︑
成
立
周
年
を
盛
大
に
祝
う
﹂
40
﹁
東
京
華
僑
婦
女
会
成
立
周
年
祝
賀
会
の
ご
案
内
﹂
50
﹁
国
慶
周
年
祝
賀
広
告
募
集
﹂
62
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
八
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
一
面
︒
﹁
関
帝
誕
:



﹂﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
一
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
五
面
︒
横
浜
に
お
け
る
関
聖
帝
君
鎮
座
一
五
〇
周
年
を
祝
う
催
し
に
関
す
る
記
事
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
第

回
学
習
会
︵
年

月
日
︶︽
辛
亥
革
命
と
中
国
の
統
一
︾﹂
00
11
28
﹁
誰
モ
見
テ
イ
ナ
イ
写
真
﹂
﹁
全
日
本
華
僑
華
人
中
国
平
和
統
一
促
進
会
お
知
ら
せ
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
日
中
友
好
の
た
め
の
青
少
年
セ
ミ
ナ
ー
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
一
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
六
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
の
中
日
共
同
記
念
イ
ベ
ン
ト
始
動
﹂
﹁
国
務
院
僑
務
弁
公
室
派
遣
文
化
中
国
・
辛
亥
百
年
芸
術
団
公
演
の
ご
案
内
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
七
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
一
面
︒
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﹁﹃
辛
亥
革
命
百
周
年
﹄
記
念
で
華
僑
統
促
会
が
第
三
回
学
習
会
﹂
﹁
国
慶
周
年
祝
賀
広
告
募
集
﹂
62
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
七
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
二
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
日
中
友
好
の
た
め
の
青
少
年
近
代
史
ゼ
ミ
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
六
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
二
面
︒
﹁﹃
辛
亥
革
命
百
周
年
﹄
記
念
で
華
僑
促
統
会
が
第
二
回
学
習
会
﹂
﹁︵
協
︶
日
本
華
僑
経
済
合
作
社
盛
大
に
創
立
周
年
祝
う
﹂
60
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
五
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
一
面
︒
﹁
関
帝
誕
:



関
聖
帝
君
鎮
座
周
年
記
念
行
事
予
定
表
﹂
 0
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
〇
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
一
面
︒
﹁
聴
講
し
ま
せ
ん
か
？
﹃
辛
亥
革
命
周
年
中
国
革
命
の
父
・
孫
文
と
横
浜
華
僑
﹂
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
〇
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
四
面
︒
﹁﹃
孫
文
と
梅
屋
庄
吉
﹄
¡
月
日
か
ら
東
京
国
立
博
物
館
で
﹂
26
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
五
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
二
面
︒
﹁
中
山
市
の
ル
ー
ツ
探
し
と
見
学
観
光
の
旅
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
第
三
回
学
習
会
の
ご
案
内
﹂
﹁
寥
会
長
ら
日
本
か
ら
名
出
席
マ
カ
オ
で
辛
亥
革
命
百
周
年
大
会
﹂
50
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﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
四
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
し
華
僑
和
統
会
が
学
習
会
開
く
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
三
︑
二
〇
一
一
年
六
月
︑
第
一
面
﹁﹃
日
中
友
好
会
館
後
楽
寮
周
年
記
念
祝
賀
会
﹄
の
ご
案
内
﹂
25
﹁
広
東
省
中
山
市
出
身
者
の
名
簿
作
成
に
ご
協
力
を
！
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
三
︑
二
〇
一
一
年
六
月
︑
第
二
面
︒
﹁
中
山
同
郷
会
設
立
準
備
委
員
会
広
東
省
中
山
市
出
身
者
の
名
簿
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
四
九
︑
二
〇
一
一
年
六
月
︑
第
三
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
勉
強
会
の
お
知
ら
せ
﹂
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
四
八
︑
二
〇
一
一
年
五
月
︑
第
二
面
︒
﹁
一
連
の
記
念
活
動
展
開
へ
中
国
僑
聯
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
で
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
勉
強
会
開
催
の
お
知
ら
せ
﹂
﹁
広
東
省
中
山
市
出
身
者
の
名
簿
作
成
に
ご
協
力
を
！
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
一
︑
二
〇
一
一
年
五
月
︑
第
一
面
︒
﹁
:



年
森
下
洋
子
舞
踏
歴
周
年
記
念
新
﹃
白
毛
女
﹄
全
幕
東
京
公
演
松
山
バ
レ
エ
団
﹂
60
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
七
九
︑
二
〇
一
一
年
四
月
︑
第
一
面
︒
﹁
:



年
森
下
洋
子
舞
踏
歴
周
年
記
念
新
﹃
白
毛
女
﹄
全
幕
﹂
60
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﹃
華
僑
報
﹄
一
七
七
八
︑
二
〇
一
一
年
四
月
︑
第
二
面
︒
﹁﹃
日
中
友
好
会
館
後
楽
寮
周
年
記
念
祝
賀
会
﹄
の
ご
案
内
﹂
25
﹁
国
際
婦
女
節
で
記
念
の
集
い
周
年
迎
え
る
東
京
華
僑
婦
女
会
﹂
50
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
七
七
︑
二
〇
一
一
年
三
月
︑
第
一
面
︒
﹁
日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
創
立
周
年
記
念
﹃
写
真
で
見
る
中
日
文
化
交
流
の
年
展
﹄﹂
55
55
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
七
七
︑
二
〇
一
一
年
三
月
︑
第
二
面
︒
以
上
の
う
ち
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
に
か
か
わ
る
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
に
関
す
る
記
事
は
︑
左
に
示
す
通
り
で
あ
る
︒
﹁
県
日
中
友
好
協
会
﹃
辛
亥
革
命
記
念
シ
ン
ポ
﹄
開
く
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
六
︑
二
〇
一
二
年
一
月
︑
第
二
面
︒
﹁﹃
辛
亥
革
命
周
年
記
念
﹄
中
山
・
広
州
・
開
平
の
旅
楽
し
﹂
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
六
︑
二
〇
一
二
年
一
月
︑
第
四
面
︒
繆
光
祐
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
旅
行
広
州
・
中
山
・
開
平
の
三
都
市
を
回
る
︵
下
︶﹂
00
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
六
︑
二
〇
一
二
年
一
月
︑
第
三
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
神
奈
川
大
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
00
﹁﹃
孫
文
展
﹄
開
催
さ
れ
る
﹂
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﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
五
︑
二
〇
一
一
年
一
二
月
︑
第
一
面
︒
繆
光
祐
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
旅
行
広
州
・
中
山
・
開
平
の
三
都
市
を
回
る
︵
上
︶﹂
00
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
五
︑
二
〇
一
一
年
一
二
月
︑
第
二
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア
﹄﹂
00
﹁﹃
辛
亥
革
命
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
か
な
が
わ
﹄﹂
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
四
︑
二
〇
一
一
年
一
一
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
│
ア
ジ
ア
主
義
・
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
再
検
討
│
﹂
00
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
三
︑
二
〇
一
一
年
一
一
月
︑
第
二
面
︒
﹁
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
を
強
調
辛
亥
革
命
百
周
年
で
胡
主
席
が
重
要
演
説
﹂
﹁
新
潟
華
僑
華
人
総
会
が
辛
亥
革
命
百
周
年
で
記
念
講
演
会
開
く
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
二
︑
二
〇
一
一
年
一
一
月
︑
第
一
面
︒
﹁
慶
祝
中
華
人
民
共
和
国
成
立
周
年
慶
祝
中
日
国
交
正
常
化
周
年
記
念
辛
亥
革
命
周
年
﹂
62
39
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
一
面
︒
﹁︽
辛
亥
百
年
華
僑
豊
碑
︾
写
真
展
開
催
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
四
面
︒
﹁
広
東
同
郷
会
敬
老
大
会
開
く
﹃
辛
亥
百
年
華
僑
豊
碑
﹄
写
真
展
併
催
﹂
﹁
お
知
ら
せ
～
募
集
～
辛
亥
革
命
周
年
記
念
旅
行
会
﹂
00
法学論集 69 〔山梨学院大学〕 88
─ 88 ─
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
五
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
第

回
学
習
会
︵
年

月
日
︶︽
辛
亥
革
命
と
中
国
の
統
一
︾﹂
00
11
28
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
六
面
︒
﹁
映
画
﹃
辛
亥
革
命
﹄
一
般
公
開

月
日
か
ら
全
国
の
映
画
館
で
﹂
23
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
〇
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
博
物
館
武
漢
に
オ
ー
プ
ン
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
一
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア

神
奈
川
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
一
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
二
面
︒
﹁︵
社
︶
広
東
同
郷
会
敬
老
慶
祝
会
開
く
﹃
辛
亥
百
年
華
僑
豊
碑
﹄
写
真
展
も
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
旅
行
会
の
お
知
ら
せ
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
〇
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
二
面
︒
﹁
慶
祝
中
華
人
民
共
和
国
成
立
周
年
慶
祝
中
日
国
交
正
常
化
周
年
記
念
辛
亥
革
命
周
年
﹂
62
39
00
﹁﹃
夢
回
東
方
﹄
東
京
で
発
刊
式
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
二
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
一
面
︒
符
順
和
﹁﹃
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
日
中
友
好
の
た
め
の
青
少
年
近
代
史
セ
ミ
ナ
ー
﹄
日
中
友
好
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
か
れ
る
﹂
89 華人社会における辛亥革命百周年記念事業の意義
─ 89 ─
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
二
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
二
面
︒
﹁
僑
胞
観
衆
千
八
百
人
を
魅
了
﹃
文
化
中
国
・
辛
亥
百
年
﹄
芸
術
団
公
演
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
し
中
国
大
使
館
が
招
待
会
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
で
記
念
座
談
会
中
国
大
使
館
と
華
僑
統
促
会
が
共
同
主
催
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
九
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
第

回
学
習
会
︵
年

月
日
︶︽
辛
亥
革
命
と
中
国
の
統
一
︾﹂
00
11
28
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
二
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
四
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
し
東
京
で

夢
回
東
方

発
刊
式
﹂
﹁
国
務
院
僑
務
弁
公
室
派
遣
文
化
中
国
・
辛
亥
百
年
芸
術
団
公
演
の
ご
案
内
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
八
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
の
中
日
共
同
記
念
イ
ベ
ン
ト
始
動
﹂
﹁
国
務
院
僑
務
弁
公
室
派
遣
文
化
中
国
・
辛
亥
百
年
芸
術
団
公
演
の
ご
案
内
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
七
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
一
面
︒
﹁﹃
辛
亥
革
命
百
周
年
﹄
記
念
で
華
僑
統
促
会
が
第
三
回
学
習
会
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
七
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
二
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
日
中
友
好
の
た
め
の
青
少
年
近
代
史
ゼ
ミ
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
六
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
二
面
︒
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﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
第

回
学
習
会
︵
年

月
日
︶︽
辛
亥
革
命
と
中
国
の
統
一
︾﹂
00
11
28
﹁
誰
モ
見
テ
イ
ナ
イ
写
真
﹂
﹁
全
日
本
華
僑
華
人
中
国
平
和
統
一
促
進
会
お
知
ら
せ
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
日
中
友
好
の
た
め
の
青
少
年
セ
ミ
ナ
ー
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
一
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
六
面
︒
﹁
聴
講
し
ま
せ
ん
か
？
﹃
辛
亥
革
命
周
年
中
国
革
命
の
父
・
孫
文
と
横
浜
華
僑
﹂
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
〇
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
四
面
︒
﹁﹃
辛
亥
革
命
百
周
年
﹄
記
念
で
華
僑
促
統
会
が
第
二
回
学
習
会
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
五
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
一
面
︒
﹁﹃
孫
文
と
梅
屋
庄
吉
﹄
七
月
二
六
日
か
ら
東
京
国
立
博
物
館
で
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
五
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
二
面
︒
﹁
中
山
市
の
ル
ー
ツ
探
し
と
見
学
観
光
の
旅
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
第
三
回
学
習
会
の
ご
案
内
﹂
﹁
寥
会
長
ら
日
本
か
ら
名
出
席
マ
カ
オ
で
辛
亥
革
命
百
周
年
大
会
﹂
50
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
四
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
一
面
︒
﹁
中
山
同
郷
会
設
立
準
備
委
員
会
広
東
省
中
山
市
出
身
者
の
名
簿
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
﹂
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
四
九
︑
二
〇
一
一
年
六
月
︑
第
三
面
︒
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﹁
広
東
省
中
山
市
出
身
者
の
名
簿
作
成
に
ご
協
力
を
！
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
三
︑
二
〇
一
一
年
六
月
︑
第
二
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
し
華
僑
和
統
会
が
学
習
会
開
く
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
三
︑
二
〇
一
一
年
六
月
︑
第
一
面
︒
﹁
一
連
の
記
念
活
動
展
開
へ
中
国
僑
聯
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
で
﹂
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
勉
強
会
開
催
の
お
知
ら
せ
﹂
﹁
広
東
省
中
山
市
出
身
者
の
名
簿
作
成
に
ご
協
力
を
！
﹂
﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
一
︑
二
〇
一
一
年
五
月
︑
第
一
面
︒
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
勉
強
会
の
お
知
ら
せ
﹂
00
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
四
八
︑
二
〇
一
一
年
五
月
︑
第
二
面
︒
二
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
の
概
要
﹃
華
僑
報
﹄
お
よ
び
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
に
よ
っ
て
在
日
華
僑
・
華
人
社
会
に
紹
介
︑
告
知
さ
れ
た
辛
亥
革
命
百
周
年
の
諸
事
業
は
︑
上
掲
の
内
容
に
よ
れ
ば
︑
以
下
の
よ
う
な
分
類
が
可
能
と
な
る
︒
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本
国
に
お
け
る
記
念
事
業
第
一
に
︑
本
国
中
国
に
お
け
る
記
念
事
業
の
紹
介
で
あ
る
︒
二
〇
一
一
年
五
月
一
五
日
に
発
行
さ
れ
た
﹃
華
(
)
僑
報
﹄
は
︑
中
国
に
帰
<
国
し
た
華
僑
の
全
国
組
織
で
あ
る
中
華
全
国
帰
国
華
僑
聯
合
会
︵
中
国
僑
聯
︶
が
北
京
で
記
者
会
見
し
︑
孫
文
の
偉
大
な
功
績
を
し
の
び
辛
亥
革
命
以
降
百
年
の
間
に
﹁
広
範
な
華
僑
が
中
華
民
族
の
進
歩
と
繁
栄
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
た
足
跡
を
た
ど
る
﹂
た
め
︑
六
月
以
降
座
談
会
︑
写
真
展
︑
書
画
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
︑
と
報
道
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
二
〇
一
一
年
七
月
一
日
刊
行
の
﹃
華
(
)
僑
報
﹄
は
︑﹁
寥
会
長
ら
日
本
か
ら
名
出
席
マ
カ
オ
で
辛
亥
革
命
百
周
年
大
会
﹂
と
し
て
︑
中
国
僑
聯
と
中
華
僑
F
50
聯
総
会
主
催
に
よ
る
﹁
華
僑
華
人
紀
念
辛
亥
革
命
一
百
周
年
大
会
﹂
お
よ
び
﹁
華
僑
与
辛
亥
革
命
・
建
国
方
略
与
復
興
偉
業
﹂
写
真
展
の
開
幕
式
が
︑
マ
カ
オ
の
東
亜
運
動
会
体
育
館
国
際
会
議
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
︑
日
本
か
ら
も
東
京
華
僑
総
会
の
寥
雅
彦
会
長
な
ど
お
よ
そ
五
〇
名
が
参
加
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
︒
マ
カ
オ
特
別
行
政
区
行
政
長
官
︑
中
国
僑
聯
主
席
な
ど
に
よ
る
挨
拶
が
あ
り
︑
辛
亥
革
命
当
時
の
写
真
展
が
お
こ
な
わ
れ
た
︑
と
い
う
︒
辛
亥
革
命
が
起
こ
っ
た
一
〇
月
に
入
る
と
︑﹃
華
(
)
僑
報
﹄
が
同
月
八
日
に
辛
亥

革
命
勃
発
の
地
で
あ
る
湖
北
省
武
漢
で
﹁
辛
亥
革
命
博
物
館
﹂
が
開
館
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
︒
同
館
は
︑
革
命
に
関
連
す
る
文
化
財
の
収
蔵
︑
展
示
︑
武
漢
近
現
代
史
の
研
究
︑
学
術
交
流
な
ど
の
活
動
を
お
こ
な
う
予
定
だ
と
い
う
︒
一
〇
月
九
日
に
は
人
民
大
会
堂
で
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
た
が
︑
一
一
月
一
日
付
け
の
﹃
華
(
)
僑
報
﹄
は
そ
こ
で
の
胡
錦
涛
国
家
主
席
の
演
説
を

紹
介
し
た
︒
胡
主
席
は
︑
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
を
実
現
す
る
た
め
︑﹁
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
﹂︑﹁
愛
国
主
義
﹂︑﹁
平
和
︑
発
展
︑
協
力
﹂
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
︑
と
い
う
︒
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日
本
に
お
け
る
記
念
式
典
第
二
は
︑
日
本
国
内
に
お
け
る
記
念
式
典
に
関
す
る
報
道
で
あ
る
︒﹃
華
(
)
僑
報
﹄
は
︑
九
月
四
日
︑
中
国
駐
日
大
使
館
は
全
日
本
華
¡
僑
華
人
中
国
平
和
統
一
促
進
会
︵
日
本
華
僑
統
促
会
︶
と
共
同
で
︑﹁
記
念
座
談
会
﹂
を
開
催
し
た
︑
と
伝
え
て
い
る
︒
日
本
華
僑
華
人
聯
合
総
会
︑
東
京
華
僑
総
会
︑
留
日
台
湾
省
民
会
︑
横
浜
華
僑
総
会
︑
日
本
華
人
教
授
会
議
︑
全
日
本
学
友
会
︑
日
本
中
華
総
商
会
︑
日
本
華
僑
華
人
文
化
芸
術
家
連
合
会
な
ど
東
日
本
・
東
京
地
区
の
華
僑
華
人
団
体
の
代
表
者
五
〇
名
余
り
が
出
席
し
た
こ
の
会
で
は
︑
程
永
華
大
使
が
挨
拶
し
た
後
︑
中
国
平
和
統
一
促
進
会
副
秘
書
長
お
よ
び
全
日
本
華
僑
華
人
統
促
会
会
長
が
基
調
発
言
を
お
こ
な
い
︑
華
僑
華
人
の
そ
れ
ぞ
れ
が
辛
亥
革
命
の
成
果
や
孫
文
の
教
え
を
銘
記
し
︑﹁
中
国
の
完
全
統
一
﹂︑﹁
台
湾
問
題
の
完
全
解
決
﹂︑﹁
両
岸
の
更
な
る
平
和
と
発
展
﹂
を
目
指
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
と
い
う
︒
こ
の
会
は
︑﹁
座
談
会
﹂
と
は
さ
れ
て
い
る
が
︑
単
な
る
参
加
者
の
意
見
表
明
の
場
と
い
う
よ
り
は
︑﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
を
記
念
す
る
現
実
的
意
義
﹂
と
く
に
台
湾
と
の
平
和
統
一
問
題
に
つ
い
て
在
日
華
僑
華
人
社
会
全
体
で
確
認
す
る
︑
あ
る
種
の
式
典
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
さ
ら
に
︑
駐
日
大
使
館
は
︑
同
日
︑
大
使
館
で
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
﹂
を
開
催
し
た
︒﹃
華
(
)
僑
報
﹄
は
︑
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
の
程
大
使
の
挨
拶
の
内
容
な
ど
¢
会
の
模
様
を
報
道
し
て
い
る
︒
同
会
に
は
︑
日
本
の
国
会
議
員
︑
在
日
華
僑
華
人
︑﹁
台
湾
同
胞
﹂︑
留
学
生
・
学
者
代
表
な
ど
三
〇
〇
名
近
く
が
出
席
し
︑
大
使
は
︑
孫
文
が
﹁
中
華
振
興
︑
中
国
統
一
﹂
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
初
め
て
唱
え
た
︒﹁
今
日
︑
辛
亥
革
命
を
記
念
す
る
の
は
時
代
の
チ
ャ
ン
ス
を
よ
り
よ
く
つ
か
み
︑
麗
し
い
未
来
を
築
く
た
め
で
あ
る
﹂︒
日
本
の
多
く
の
友
人
が
孫
文
を
全
力
で
支
援
し
︑
在
日
華
僑
は
革
命
事
業
に
積
極
的
に
呼
応
し
︑
身
を
投
じ
た
︒
日
本
と
中
国
は
︑﹁
双
方
が
共
に
両
国
関
係
の
長
期
的
で
︑
健
全
な
︑
安
定
し
た
発
展
の
た
め
の
一
層
有
利
な
条
件
を
整
え
る
よ
う
希
望
す
る
﹂
な
ど
と
語
っ
た
︑
と
い
う
︒
横
浜
で
は
︑
一
〇
月
一
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日
に
︑
横
浜
華
僑
総
会
が
主
催
し
て
︑
中
華
人
民
共
和
国
建
国
六
二
周
年
︑
日
中
国
交
正
常
化
三
九
周
年
と
あ
わ
せ
て
︑
市
内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
辛
亥
革
命
百
周
年
の
記
念
式
典
が
お
こ
な
わ
れ
︑
そ
の
模
様
は
﹃
横
浜
華
僑
(
)
通
訊
﹄
が
報
道
し
て
い
る
︒
記
念
式
典
と
前

後
し
て
︑
横
浜
中
華
街
で
は
︑
慶
祝
パ
レ
ー
ド
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
た
︑
と
い
う
︒
さ
ら
に
︑
神
奈
川
県
日
本
中
国
友
好
協
会
・
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
行
事
神
奈
川
県
実
行
委
員
会
主
催
で
神
奈
川
県
・
横
浜
華
僑
総
会
・
神
奈
川
新
聞
社
な
ど
後
援
の
﹁
中
国
辛
亥
革
命
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
か
な
が
わ
﹂
が
開
か
れ
た
と
(
)
い
う
︒
こ
の
催
し
は
一
一
月
二
三
日
に
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
で
開
催
00
10
さ
れ
た
﹁
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
と
さ
れ
て
い
る
が
︑
主
催
者
や
来
賓
の
挨
拶
︑
Ｎ
Ｈ
Ｋ
製
作
の
辛
亥
革
命
・
孫
文
と
日
本
・
日
本
人
に
関
す
る
番
組
の
視
聴
が
会
の
半
分
を
占
め
︑
基
調
講
演
に
続
い
て
お
こ
わ
れ
た
﹁
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
﹂
も
含
め
︑
講
演
会
な
い
し
記
念
式
典
的
な
色
彩
が
濃
い
も
の
と
言
え
よ
う
︒

講
演
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︑
学
習
会
第
三
に
︑
辛
亥
革
命
に
関
す
る
学
術
的
な
講
演
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︑
学
習
会
の
告
知
や
紹
介
で
あ
る
︒
講
演
で
は
︑
新
潟
華
僑
華
人
総
会
が
開
催
し
た
︑
同
会
理
事
で
新
潟
大
学
教
員
の
張
雲
氏
の
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
で
世
界
の
中
の
中
国
を
考
え
る
│
│
中
国
・
日
本
・
ア
メ
リ
カ
三
角
関
係
を
中
心
に
﹂
が
(
)
あ
る
︒
11
張
氏
は
︑
辛
亥
革
命
の
歴
史
的
背
景
と
革
命
以
後
の
百
年
間
の
劇
的
変
化
を
指
摘
す
る
な
ど
し
︑
総
領
事
館
・
新
潟
県
・
新
潟
市
の
関
係
者
︑
留
学
生
︑
地
域
住
民
な
ど
六
〇
余
名
が
聴
講
し
た
と
い
う
︒
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
︑
ふ
た
つ
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
ひ
と
つ
は
中
国
の
清
華
大
学
・
中
国
史
学
会
そ
れ
に
日
本
の
神
奈
川
大
学
が
共
同
で
主
催
し
中
国
大
使
館
・
神
奈
川
県
・
神
奈
川
県
日
中
友
好
協
会
・
横
浜
華
僑
総
会
・
朝
日
新
聞
社
な
ど
の
後
援
で
︑
中
国
・
日
本
・
95 華人社会における辛亥革命百周年記念事業の意義
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ア
メ
リ
カ
な
ど
の
研
究
者
が
参
加
し
て
︑
一
一
月
五
日
六
日
に
横
浜
の
神
奈
川
大
学
で
開
か
れ
た
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア
﹂
で
(
)
あ
る
︒
も
う
ひ
と
つ
は
︑
一
一
月
一
九
日
二
〇
日
︑
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
の
︑
特
定
12
非
営
利
活
動
法
人
中
日
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
・
日
本
華
人
教
授
会
議
に
よ
る
﹁
辛
亥
革
命
一
〇
〇
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
│
│
ア
ジ
ア
主
義
・
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
再
検
討
│
│
﹂
で
(
)
あ
る
︒
主
催
者
は
日
本
の
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
る
華
人
研
究
者
の
団
体
13
で
あ
る
︒
僑
報
に
は
報
道
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
日
本
で
は
︑
こ
れ
ら
以
外
に
も
︑
東
京
で
大
規
模
な
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
少
な
く
と
も
二
件
開
催
さ
れ
て
い
る
︒
ひ
と
つ
は
︑
一
一
月
三
日
︑
財
団
法
人
孫
中
山
記
念
会
な
ど
が
主
催
し
日
本
外
務
省
︑
中
国
駐
日
大
使
館
な
ど
が
後
援
し
て
開
か
れ
た
﹁
孫
文
の
理
想
と
東
ア
ジ
ア
共
同
体
﹂
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
︒
こ
の
会
は
︑
福
田
康
夫
元
首
相
が
実
行
委
員
長
を
つ
と
め
る
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
行
事
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
﹂
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
(
)
れ
た
︒
も
う
ひ
と
つ
は
︑
一
二
月
三
日
か
14
ら
二
日
間
に
わ
た
っ
て
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
お
こ
な
わ
れ
た
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
日
本
会
議
東
京
会
議
﹂
で
あ
る
︒
日
本
・
中
国
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
か
ら
の
研
究
者
が
参
加
し
た
全
体
会
と
複
数
の
分
科
会
か
ら
な
る
学
術
的
会
議
で
あ
(
)
っ
た
︒
こ
れ
ら
が
な
ぜ
僑
報
に
記
事
や
告
知
と
い
っ
た
か
た
ち
で
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
︒
15
い
く
つ
か
の
主
催
者
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
学
習
会
に
つ
い
て
も
︑
僑
報
の
記
事
と
な
っ
て
い
る
︒
中
学
・
高
校
生
や
一
般
を
対
象
と
し
た
学
習
会
と
し
て
︑
八
月
四
日
五
日
に
教
育
関
係
者
な
ど
に
よ
る
﹁
地
域
か
ら
考
え
る
世
界
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
主
催
に
よ
り
︑
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
日
中
友
好
の
た
め
の
青
少
年
近
代
史
セ
ミ
ナ
ー
﹂
が
開
催
さ
(
)
れ
た
︒
日
本
人
お
よ
び
華
僑
華
人
の
中
学
・
16
高
校
生
が
参
加
し
て
研
究
者
に
よ
る
講
演
を
聴
講
し
︑
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
︑
横
浜
中
華
街
の
辛
亥
革
命
関
係
遺
跡
な
ど
を
た
ず
ね
た
と
い
う
︒
こ
の
こ
と
を
紹
介
し
た
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
の
記
事
は
︑
同
会
の
主
催
者
が
︑
八
月
二
一
日
︑
熊
本
県
荒
尾
市
で
中
学
・
高
校
生
向
け
に
﹁
宮
崎
兄
弟
と
孫
文
セ
ミ
ナ
ー
in
荒
尾
﹂
を
開
催
し
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
︒
在
日
華
僑
華
人
の
台
湾
問
題
に
関
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す
る
組
織
で
あ
る
全
日
本
華
僑
華
人
中
国
平
和
統
一
促
進
会
は
︑
上
述
の
九
月
に
中
国
駐
日
大
使
館
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
百
周
年
の
記
念
集
会
に
向
け
て
︑
五
月
末
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
在
日
華
人
学
者
を
講
師
と
し
た
学
習
会
を
企
画
・
実
施
(
)
し
た
︒
17
東
京
華
僑
会
館
を
会
場
と
し
︑
毎
回
二
名
の
華
人
学
者
が
﹁
辛
亥
革
命
と
振
興
中
華
﹂︑﹁
辛
亥
革
命
と
国
民
党
﹂
な
ど
の
論
題
で
講
義
を
行
っ
た
︒
参
加
者
は
の
べ
約
一
〇
〇
名
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
︒

写
真
等
の
展
覧
会
第
四
は
︑
辛
亥
革
命
に
関
す
る
写
真
や
遺
物
の
展
示
・
展
覧
会
で
あ
る
︒
東
京
国
立
博
物
館
で
の
﹁
孫
文
と
梅
屋
庄
吉
﹂
展
︑
横
浜
で
の
﹁
辛
亥
百
年
華
僑
豊
碑
﹂
展
が
(
)
あ
る
︒
後
者
は
︑
広
東
華
僑
博
物
館
の
監
修
に
よ
り
広
東
省
僑
務
弁
公
室
が
辛
亥
革
命
百
周
年
18
を
記
念
し
て
製
作
し
た
写
真
集
で
︑
横
浜
華
僑
会
館
会
議
室
︑
広
東
同
郷
会
敬
老
慶
祝
会
な
ど
で
展
示
さ
れ
た
あ
と
︑
広
東
同
郷
会
か
ら
横
浜
山
手
中
華
学
校
に
寄
贈
さ
れ
る
予
定
と
い
う
︒

同
郷
会
活
動
と
の
連
携
横
浜
に
お
い
て
広
東
同
郷
会
の
催
し
で
辛
亥
革
命
百
年
記
念
の
写
真
展
が
開
か
れ
た
よ
う
に
︑
同
郷
会
と
く
に
孫
文
の
出
身
地
で
あ
る
広
東
省
な
い
し
同
省
中
山
市
出
身
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
同
郷
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
の
記
念
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
も
あ
(
)
っ
た
︒
こ
れ
が
第
五
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
例
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
︒
六
月
︑
辛
亥
革
命
百
19
周
年
を
機
縁
と
し
て
孫
文
と
出
身
地
を
同
じ
く
す
る
華
僑
華
人
の
同
郷
会
結
成
の
動
き
が
活
発
化
す
る
︒
中
山
同
郷
会
設
立
準
備
委
員
会
か
ら
名
簿
作
成
の
呼
び
か
け
が
僑
報
上
で
な
さ
れ
︑
七
月
に
は
︑
同
準
備
委
員
会
に
よ
っ
て
︑
横
浜
商
科
大
学
主
催
講
座
の
う
ち
辛
97 華人社会における辛亥革命百周年記念事業の意義
─ 97 ─
亥
革
命
関
係
講
演
へ
の
参
加
呼
び
か
け
が
︑﹁
特
に
中
山
出
身
の
み
な
さ
ま
︑
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ど
う
ぞ
﹂
と
な
さ
れ
た
︒
中
山
同
郷
会
設
立
準
備
委
員
会
は
︑
ま
た
︑
一
一
月
一
六
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
︑﹁
辛
亥
革
命
周
年
を
記
念
す
る
広
州
・
中
山
・
開
平
の
00
三
都
市
を
巡
る
広
東
の
旅
﹂
を
開
催
し
︑
一
三
名
の
同
郷
者
が
参
加
し
た
︑
と
い
う
︒
同
じ
く
一
一
月
︑
横
浜
の
広
東
会
館
倶
楽
部
で
は
︑
同
倶
楽
部
創
立
六
〇
周
年
企
画
と
し
て
﹁
孫
文
と
横
浜
華
僑
│
│
辛
亥
革
命
を
支
え
た
盟
友
た
ち
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
横
浜
居
留
地
の
地
図
︑
年
表
︑
新
聞
記
事
な
ど
に
よ
っ
て
︑
孫
文
と
﹁
横
浜
華
僑
と
の
絆
﹂
を
紹
介
し
た
︑
と
さ
れ
る
︒

そ
の
他
以
上
の
ほ
か
に
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
を
記
念
し
て
本
国
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
日
本
で
の
(
)
公
開
︑
来
日
芸
術
団
体
の
(
)
公
演
︑
記
念
劇
20
21
映
画
の
一
般
(
)
公
開
な
ど
が
報
道
さ
れ
て
い
る
︒
22
お
わ
り
に
日
本
に
お
け
る
中
国
政
府
の
出
先
機
関
や
在
日
華
僑
華
人
組
織
が
開
催
し
た
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
は
︑
極
め
て
整
序
さ
れ
た
形
で
︑﹁
中
華
民
族
の
統
一
﹂
と
い
う
命
題
の
実
現
に
向
か
っ
て
準
備
さ
れ
た
︒
頂
点
に
あ
っ
た
の
は
︑
既
述
し
た
と
お
り
︑
九
月
四
日
に
中
国
駐
日
大
使
館
で
開
か
れ
た
大
使
館
と
全
日
本
華
僑
華
人
中
国
平
和
統
一
促
進
会
︵
日
本
華
僑
統
促
会
︶
共
催
の
﹁
記
念
座
談
会
﹂
で
あ
っ
た
︒
こ
こ
に
在
日
華
人
社
会
を
代
表
す
る
ほ
と
ん
ど
の
組
織
︑
日
本
華
僑
華
人
聯
合
総
会
︑
東
京
華
僑
総
会
︑
留
日
台
湾
省
民
会
︑
横
浜
華
僑
総
会
︑
日
本
華
人
教
授
会
議
︑
全
日
本
学
友
会
︑
日
本
中
華
総
商
会
︑
日
本
華
僑
華
人
文
化
芸
術
家
連
合
会
な
ど
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の
代
表
者
が
集
合
し
︑
本
国
と
日
本
の
統
一
促
進
組
織
の
代
表
者
か
ら
の
発
言
に
よ
り
︑
辛
亥
革
命
の
成
果
と
孫
文
の
活
動
を
基
盤
に
台
湾
問
題
の
平
和
的
解
決
に
よ
る
中
国
の
完
全
な
る
統
一
を
目
指
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
︒
日
本
華
僑
統
促
会
は
︑
こ
の
﹁
記
念
座
談
会
﹂
に
向
け
て
︑
在
日
華
人
学
者
を
講
師
と
し
て
学
習
会
を
開
き
︑
極
め
て
丁
寧
に
ま
た
科
学
的
・
学
術
的
に
百
周
年
を
記
念
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
在
日
華
僑
華
人
社
会
に
対
し
周
知
徹
底
を
は
か
っ
た
︒
﹁
中
華
民
族
の
統
一
﹂
は
︑
大
陸
と
台
湾
と
い
う
次
元
か
ら
見
れ
ば
低
位
で
は
あ
る
が
︑
在
日
華
僑
華
人
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
身
近
な
問
題
と
し
て
の
︑
同
郷
会
の
組
織
化
と
い
う
次
元
で
も
顕
現
し
た
︒
横
浜
に
お
い
て
は
未
結
成
で
あ
っ
た
︑
孫
文
の
出
身
地
中
山
市
の
出
身
者
を
糾
合
す
る
同
郷
会
の
組
織
化
が
︑
辛
亥
百
周
年
を
機
に
︑
名
簿
の
作
成
や
中
山
市
へ
の
里
帰
り
旅
行
の
開
催
な
ど
と
い
っ
た
形
で
お
こ
な
わ
れ
た
︒
つ
ま
り
︑
ま
ず
第
一
に
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
は
︑
日
本
の
華
僑
華
人
社
会
に
お
い
て
は
︑
複
数
の
次
元
で
の
民
族
の
統
一
や
結
合
の
再
確
認
の
場
と
し
て
︑
優
れ
て
政
治
的
に
機
能
し
た
︒
第
二
に
︑
辛
亥
革
命
を
主
導
し
た
孫
文
の
活
動
が
︑
一
定
期
間
日
本
で
お
こ
な
わ
れ
︑
極
め
て
少
数
で
は
あ
っ
た
が
日
本
人
の
中
か
ら
こ
の
活
動
に
献
身
的
に
参
加
し
た
者
が
出
現
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
に
徴
し
て
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
は
日
本
と
の
友
好
関
係
の
再
確
認
の
場
と
し
て
も
機
能
し
た
︒
一
方
︑
辛
亥
革
命
勃
発
時
の
日
本
政
府
の
一
部
の
対
応
が
︑
満
州
事
変
以
降
の
日
本
の
侵
略
政
策
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料
の
紹
介
も
︑
日
本
華
僑
統
促
会
の
学
習
会
で
は
な
さ
れ
て
(
)
お
り
︑
こ
う
し
た
こ
23
と
か
ら
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
を
機
と
す
る
日
中
友
好
の
再
確
認
は
︑
少
な
く
と
も
華
僑
華
人
社
会
で
は
一
定
の
学
術
的
立
場
を
維
持
し
た
冷
静
な
活
動
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
︑
結
果
的
に
︑
日
本
の
一
部
政
治
家
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
︑
辛
亥
革
命
に
貢
献
し
た
特
定
の
日
本
人
の
(
)
称
揚
が
︑
そ
の
政
治
性
を
際
立
た
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
24
以
上
の
よ
う
な
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
を
機
に
日
本
で
開
か
れ
た
﹁
周
年
記
念
事
業
﹂
に
関
す
る
︑
僑
報
で
の
報
道
は
︑
華
僑
団
体
の
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活
度
方
針
に
対
し
極
め
て
忠
実
な
形
で
︑
い
わ
ば
華
僑
団
体
の
活
動
方
針
の
範
囲
内
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
︑
大
き
な
特
質
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
の
発
行
主
体
で
あ
る
横
浜
華
僑
総
会
は
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
一
〇
回
会
員
代
表
大
会
を
開
催
し
て
︑
二
〇
一
一
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
︒
決
定
は
﹁
神
奈
川
県
下
の
華
僑
華
人
の
﹃
安
居
楽
業
﹄
の
た
め
に
﹂︑
三
つ
の
方
針
と
十
の
具
体
的
活
動
を
提
起
し
て
い
る
︒
三
つ
の
方
針
と
は
︑﹁
華
僑
華
人
の
大
同
団
結
﹂︑﹁
中
国
の
平
和
統
一
﹂︑﹁
中
日
友
好
﹂
で
(
)
あ
る
︒
横
浜
華
僑
総
会
は
︑
横
浜
華
僑
華
人
社
会
に
形
成
さ
れ
た
同
郷
団
体
や
同
業
団
体
等
よ
り
細
分
化
さ
れ
た
諸
団
体
25
︵
僑
団
︶
お
よ
び
横
浜
華
僑
華
人
個
々
を
統
合
す
る
組
織
で
あ
り
︑
そ
の
こ
と
は
総
会
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
会
員
代
表
の
選
挙
規
定
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
︒
会
員
代
表
候
補
者
は
︑
理
事
会
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
選
挙
委
員
会
が
﹁
各
僑
団
と
充
分
連
携
を
取
り
合
っ
た
上
で
︑
各
層
︑
各
地
域
︵
出
身
地
│
│
松
本
注
︶
か
ら
︑
あ
る
い
は
本
会
会
員
二
名
よ
り
推
薦
さ
れ
た
会
員
か
ら
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
(
)
い
る
︒
僑
報
に
お
い
て
︑
台
湾
と
の
平
和
的
統
一
を
目
指
す
華
僑
華
人
中
国
平
和
統
一
促
進
会
の
周
年
記
念
事
業
︑
周
年
記
念
26
事
業
に
お
け
る
あ
ら
た
な
同
郷
団
体
の
組
織
化
の
動
き
が
比
較
的
手
厚
く
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
︑﹁
華
僑
華
人
の
大
同
団
結
﹂︑
﹁
中
国
の
平
和
統
一
﹂
と
い
う
方
針
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
る
し
︑
学
術
的
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
し
て
も
︑﹁
中
日
友
好
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
僑
報
で
報
道
す
る
か
否
か
と
い
う
取
捨
選
択
が
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
た
と
え
ば
主
催
者
・
参
加
者
・
テ
ー
マ
な
ど
の
持
つ
中
国
と
日
本
と
の
共
同
性
の
強
弱
が
︑
厳
密
に
吟
味
さ
れ
︑
日
本
の
研
究
者
や
団
体
が
単
独
で
開
催
す
る
も
の
は
︑
少
な
く
と
も
僑
報
で
は
取
り
上
げ
な
い
と
い
っ
た
判
断
が
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
辛
亥
革
命
百
周
年
の
記
念
事
業
に
関
す
る
僑
報
で
の
報
道
は
︑
極
め
て
冷
静
な
︑
日
中
関
係
︑
中
台
関
係
即
ち
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
主
要
な
流
動
的
要
因
に
対
す
る
政
治
的
判
断
を
基
底
に
置
き
な
が
ら
︑
な
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
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華
僑
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総
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辛
亥
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周
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記
念
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演
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開
く
﹂﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
二
︑
二
〇
一
一
年
一
一
月
︑
第
一
面
︒
11
︵
︶
﹁
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア
﹂︑﹁
辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア

神
奈
川
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂﹃
華
僑
12
報
﹄
一
七
九
一
︑
二
〇
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〇
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ン
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︑
二
〇
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年
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一
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︶
﹁
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月
二
〇
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︶
15
︵
︶
符
順
和
﹁﹃
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
日
中
友
好
の
た
め
の
青
少
年
近
代
史
セ
ミ
ナ
ー
﹄
日
中
友
好
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
か
れ
る
﹂﹃
横
浜
華
僑
通
16
訊
﹄
四
五
二
︑
二
〇
一
一
年
九
月
︑
第
二
面
︒
︵
︶
﹁
辛
亥
革
命
周
年
記
念
勉
強
会
の
お
知
ら
せ
﹂﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
四
八
︑
二
〇
一
一
年
五
月
︑
第
二
面
︒﹁﹃
辛
亥
革
命
百
周
年
﹄
記
念
で
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
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華
僑
統
促
会
が
第
三
回
学
習
会
﹂﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
七
︑
二
〇
一
一
年
八
月
︑
第
二
面
︒
︵
︶
﹁︽
辛
亥
百
年
華
僑
豊
碑
︾
写
真
展
開
幕
﹂﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
三
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
四
面
︒﹁﹃
孫
文
と
梅
屋
庄
吉
﹄
七
月
二
六
日
18
か
ら
東
京
国
立
博
物
館
で
﹂﹃
華
僑
報
﹄
一
七
八
五
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
第
二
面
︒﹁︵
社
︶
広
東
同
郷
会
敬
老
慶
祝
会
開
く
﹃
辛
亥
百
年
華
僑
豊
碑
﹄
写
真
展
も
﹂﹃
華
僑
報
﹄
一
七
九
〇
︑
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︑
第
二
面
︒
︵
︶
﹁
中
山
同
郷
会
設
立
準
備
委
員
会
広
東
省
中
山
市
出
身
者
の
名
簿
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
﹂﹃
横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
四
九
︑
二
〇
一
一
年
六
月
︑
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第
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面
︒﹁
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ま
せ
ん
か
？
﹃
辛
亥
革
命
周
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中
国
革
命
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父
・
孫
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と
横
浜
華
僑
﹂﹃
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浜
華
僑
通
訊
﹄
四
五
〇
︑
二
〇
一
一
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七
月
︑
第

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﹁
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中
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開
平
の
三
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を
回
る
︵
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一
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年
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二
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亥
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弁
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回
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一
七
八
七
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二
〇
一
一
年
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会
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一
七
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〇
一
一
年
九
月
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一
一
年
八
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第
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︵
︶
﹁
華
僑
総
会
︑
会
員
代
表
大
会
に
向
け
会
員
代
表
選
挙
委
員
会
と
理
監
事
選
挙
委
員
会
開
く
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横
浜
華
僑
通
訊
﹄
四
四
九
︑
二
〇
一
一
年
六
月
︑
26
第
一
面
︒
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